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WEF-T 100*50 1個

(終点付近・排泥)

WHI-L 50 4個

0.5
→
排
泥
管
・
側
壁側

溝
(グレ

ー
チ
ン
グ
手
前
)

※
下
水
道
管
VUφ

200は
上
越し

と
す
る
。

No.5+18.0付近

←
 配

水
管
HPP

Eφ
15
0(
未
供
用)

0.7

0.3

→
排
泥
口
・
側
溝
側壁

0.7

←
 配水

管
VP-RRφ

150(供
用
管
)

2.5

マ

5.
0-
K1

5.
0-
K2

5.0
-K
3

5.
0-
K4

5.
0-K

5

5.
0-
K6

5.
0-
K7

5.
0-
K8

水圧試験器具一式

5.
0-
K9

5.
0-
K1
0

5.
0-
K1
1

5.
0-
K1
2

5.
0-
K1
3

5.
0-
K14

5.
0-
K1
5

5.
0-K

16

5.
0-K

17

5.
0-
K1
8

5.
0-
K1
9

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.0(B.P)P1-1

P1
-2

P2-2

P2
-1

5.
0-
P3

5.
0-P

4

5.
0-
P5

5.
0-
P6

5.
0-
P7

WPE-M帽 150 1個
(終点・端部処理)

WEF-45B 150 1個

WEF-45B 150 1個

WEF-45B 150 1個

WEF-45B 150 1個

2.
5

2.5

2.
5

ﾏｰｶｰ 1本(労務費に含む)

W配 PEφ150(1工区)

WPE-EF 150 19本

WPE 150 7本

管明示ﾃｰﾌﾟ ﾛｰﾙ巻 L=130.0m

保安ｼｰﾄ ｼﾝｸﾞﾙ W=150mm L=130.0m

(起点・接続)

ｴｽﾌﾞﾝｷV(VP) 150*150 1基

不断水V(VP) 150 1基

SSV-F 150(ﾌﾗﾝｼﾞﾊﾟｯｷﾝ含む) 2基
水道用ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ 150 5組

ﾎﾞｯｸｽLJV2TD(制水弁) 4個

ﾎﾞｯｸｽLJV2TD(排泥弁) 1個

FRP筒 B-1000J 2個

FRP筒 B- 400J 3個

座台 THP11 5個

WPE-MSD 150*50 1個

分水栓用防食ﾌｨﾙﾑ 30～50用(給水管)・125～200用(配水管) 1枚
ﾈｵSK-PF 50 1個

WPE 50 1本

WEF-FP 50 1個

HIVP-FV 50 1基
水道用ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ 50 2組

WTS-F 50 1個

WHI-VP 50 1本

WHI-L 50 2個

WEF-T 150 1個
WEF-FP 150 4個

WSP-FP 150 1個
※配水管HPPEφ150供用後

WVP-M帽 150 1個

WTS-CA  150 1個

廃止
管
(TS-CA)

4.
0

(終点・端部処理)

※バルブの埋設位置が深いため、車載工具で開閉操作が
できるようスピンドル頭部に延長棒を設置し、先端は
傾斜防止の鍔(つば)を取付けること。

(不
断
水
分
岐V)

(不断水V)

(不断水V)

(次
年度

以
降
～
延
伸
して

布
設
予
定
)

(次
年
度以

降
～
延
伸
し
て布

設
予
定
)

(次
年
度
以
降
～延

伸
し
て
布
設
予定

)



地内魚沼市

図番

縮尺

測量

設計

魚沼市

図示

魚 沼 市 ガ ス 水 道 局

　R5年　3月　 日

　R5年　4月　 日

令和 5年度 工事番号 工単R5-9

原

工事
県道大石原線(原)送配水管布設替

断面図、配管図

5
5

2・3工区 標準横断面図、掘削標準

実施設計図

5.0(PPφ
50)

※残
水
処
理
後
、
閉
栓ｷｬｯﾌﾟ取付

→
管
内
・
残水

処
理
(V≒

5m3)

配管図　S=Free

2.0P1-1

3.0P1-2

3.
0

P2
-1

0.5
P2-2

排
泥
口・

開
水
路
側
壁
←

(既設
WEF-Ca100切

断
・
撤
去
)

WPP 50 5.0m
ﾈｵSK-PF 50 1個
SD-Ca 50 1個

分水栓用防食ﾌｨﾙﾑ 30～50用(給水管)・75～100用(配水管) 1枚
WPE-MSD 100*50 1個

←
 配

水
管
HP
PE
φ15

0(
未
供
用
)

(閉
)

4.0-P1

4.0-P2

2.5P3-1

P3-2
0.5

(PEφ
50) ※

管
内
・
残
水な

し

排
泥
口
・グ

レ
ー
チ
ン
グ
側壁

部
←

配
水
管
DCIPφ

150(供
用
管
) →

 魚
野
地
へ

WHI-L 50 2個

WHI-VP 50 3本

WTS-F 50 1個

水道用ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ 50 2組

WPE-MSD 150*50 1個

座台 THP11 5個
FRP筒 B- 400J 1個

ﾎﾞｯｸｽLJV2TD(排泥弁) 1個

W排 HIVPφ50(2工区・舟山側)

ﾈｵSK-PF 50 1個

分水栓用防食ﾌｨﾙﾑ 30～50用(給水管)・125～200用(配水管) 1枚

HIVP-FV 50 1基

WEF-FP 50 1個

WPE 50 1本

0.5

管明示ﾃｰﾌﾟ ﾛｰﾙ巻 L=11.5m

保安ｼｰﾄ ｼﾝｸﾞﾙ W=150mm L=11.0m

→
 送

水管HP
PE
φ
10
0(
未
供用

) 
田
川
入
配
水池

へ

保安ｼｰﾄ ｼﾝｸﾞﾙ W=150mm L=8.0m

管明示ﾃｰﾌﾟ ﾛｰﾙ巻 L=8.5m

WHI-L 50 2個

WHI-VP 50 1本
WTS-F 50 1個

水道用ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ 50 2組

HIVP-FV 50 1基
WEF-FP 50 1個
座台 THP11 2個

FRP筒 B- 400J 2個

ﾎﾞｯｸｽLJV2TD(排泥弁) 1個
ﾎﾞｯｸｽLJV2TD(制水弁) 1個

WPE-M帽 100 1個
WEF-RT 100*50 1個

WEF-FP 100 1個

WSP-FP 100 1個

次
年
度以

降
～
布
設
←

HIVP-FV 100 1基

WPE 100 1本
WEF-45B 100 1個

W排 HIVPφ50(2工区・坊名側)

水道用ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ 100 2組

明
神
・
長
屋へ

　
←
 配

水
管
DCIPφ

150(供
用
管
) →

 魚
野
地
へ

W配 切止φ150(3工区)

WVP-M帽 150 1個

WHI-VS 50 1個
WHI-L 50 1個
WHI-VP 50 1本

(配
水管

の
切
替
後
に
バ
ルブ

閉
止
し
、
直
近
で切

止
。
)

※管帽φ150のプラグφ50部分にバルブソケット設置。

管明示ﾃｰﾌﾟ ﾛｰﾙ巻 L=2.5m

保安ｼｰﾄ ｼﾝｸﾞﾙ W=150mm L=2.5m

※
以
後
、排

泥
弁
と
し
て
利
用

2.2

WTS-Ca  150 1個

(HI-VPφ
50・

排
泥
管
)

分水栓用防食ﾌｨﾙﾑ 30～50用(給水管)・125～200用(配水管) 1枚

→
管
内
・
残
水処

理
(V≒

4m3)

WVP-MSD 150*50 1個

←
 配

水
管
VP
-R
Rφ

15
0(
供
用
管)

SD-Ca 50 1個
ﾈｵSK-PF 50 1個
WPP 50 5.0m

※
残水

処
理
後
、
閉
栓
ｷｬｯﾌﾟ取

付

(PPφ50)

5.0

0.
3

(HIVPφ
50)

(H
IV
Pφ

50
)

(PEφ
100)

2工区 標準横断面図　S=1:50

(小屋) Gr As

MH

3工区 標準横断面図　S=1:50

Co GrAs

既設VP-RRφ150
既設DCIPφ100

Ｃ－Ｃ’

Ｂ－Ｂ’

Ａ－Ａ’

(水路)

(砕石)

3500

PEφ100

600

8
50

既設PEφ150

11000

600

9
0
0

1000

1
5
0
0

HI-VPφ50

HI-VPφ50

→φ50排泥口
(φ150既設配水管・バルブ閉止後、管帽で切止)

2
0
0

(仮)

【国県道Ｎ３】

山砂埋戻

600

6
0
0

2
9
0

3
1
0

保安ｼｰﾄ

100

8
5
0

PEφ100

(仮)

【国県道Ｎ３】

山砂埋戻

600

6
0
0

2
9
0

3
1
0

保安ｼｰﾄ

100
Ｂ－Ｂ’(排泥管)Ｂ－Ｂ’(送水管)

8
0
0

2
0
0

2
5
0

t=12cm

舗装構成

(影響幅)

t= 5cm

ARC-40

上層路盤

下層路盤

　計

(仮復旧)

仮表層

上層路盤

表　層

下層路盤

　計

(本復旧)

ARC-40

⑤密粒AS(新20FH)

(仮) (本)

掘削幅

5
0

【国県道Ｎ３】

t= 5cm

M-25

t=12cm t=12cm

M-25

⑧密粒AS(20)

t=12cm

t=29cm t=29cm

車道半幅

2
9
0 1
2
0

1
2
0

5
0

1
2
0

2
9
0

1
2
0

(仮)

【国県道Ｎ３】

山砂埋戻

600

6
0
0

2
9
0

3
1
0

保安ｼｰﾄ

100

(仮)

【国県道Ｎ３】

山砂埋戻

600

6
0
0

2
9
0

3
1
0

保安ｼｰﾄ

100

8
0
0

2
0
0

2工区 掘削標準断面図　S=1:20

PEφ150

9
0
0

3
0
0

Ａ－Ａ’(配水管) Ａ－Ａ’(排泥管)

山砂埋戻

100舗装構成

掘削幅

(本)

(本復旧)

　計

【農道復旧】

1
2
0
0

1000

1
5
0
0

3
0
0

Ｃ－Ｃ’(既設配水管)

【農道】

既設VP-RRφ150

3工区 掘削標準断面図　S=1:20

.
HI-VPφ50

HI-VPφ50

山砂埋戻

100
Ｃ－Ｃ’(既設配水管)

【農道】

800

1
2
0
0

1
5
0
0

3
0
0

HI-VPφ50

ARC-40

2
0
0

t=20cm

t=20cm

1
0
0
0

1
0
0
0

保安ｼｰﾄ

2
0
0

保安ｼｰﾄ


